
 

 

 

 

 

 

 

気持ち好い冬の晴れの日に、浅間サンラインを上田方向に一人で車を走らせていると、正面に  

真っ白な北アルプス！その美しさに思わず感動の声を挙げていました。そして同時に「今ここに居

ること」「長野で暮らしていること」「ぴっぴがあること」「家族がいること」「今の自分の在り方」…

自分の周りの全てに深い感謝の気持ちが湧いてきて、「ありがとうございます」と声に出していまし

た。年を重ねる度に濃い人生を送らせてもらっていることに感謝の気持ちでいっぱいになります。 

ここ数年は夫と、「幸せな人生だったね」「出会えてよかったね」と語ることが増えてきました。 

夫と出会って 60 年、結婚して 54 年、4 人の子どもたちを授かり、6 人で力を合わせながら仲良しな

家族を築いてきました。 

毎年お元日に、わが家は一人一人の一年の重大ニュース発表の会を 15 年以上続けています。赤ち

ゃんはもちろん両親がしますが、孫たちは絵や文章で準備し、自分で発表します。それぞれに書き

綴り、順番に語り、笑いあり、涙あり、考え合う時間でもあります。今は 17 人分なので 4 時間ほど

かかるので、ちいさい人たちが先に発表し、遊びへ移っていきます。大人たちはじっくり自分を  

語ります。理解し合う時間でもあります。それぞれの一年を感じる時間でもあります。その日の  

おやつタイムは、眞弓特製チョコレートケーキを囲んで、全員のお誕生日祝い！が恒例です。 

大切に続いていることのもう一つに中澤親族（夫の 2 人の妹家族）の夏の旅があり、今年で 34 年

目になります。関東圏、中京圏、長野圏から今では全員揃うと 42 人！子ども世代も孫世代も仲良し

で、ここから子どもたち世代の「いとこ会」が生まれ、私たち世代の「夫婦の会」もあります。そこ

にプラスわが家には子どもたちが結婚してから、義理のご両親と私たち夫婦の４人旅も定期的に 

あり…忙しい！けれど楽しい！婿殿たちは定期的に婿会と称して、飲みに行ったり泊りに行ったり

…一年に一回は拡大婿会と言って、夫とわが家の長男も加わって一泊の温泉旅をやっています。  

昨年は婿殿３人とお嫁さん 1 人の 4 人の会が発足！「外様の会」と言うそうな…。繋がること、   

集まることが好きな家族なのでしょう。 

家庭のベースは夫婦であること、2 人が仲良しであること、は意識していました。夫婦が真ん中で

子どもたちがその周りにいることをイメージしていました。いつか子どもたちは伴侶を見つけ、   

私たち夫婦の在り方を感じながら新しい家庭を築いていく。子どもたちが真ん中ではない在り方は、

子どもも大人も一人の独立した人として、家庭の一員として家庭を造ってきたように思います。 

家庭を営む中で「やれる人がやる」もベースにありました。子どもたちが小さい時も「お手伝い」

とは言わず「お仕事」として自然に洗濯物を畳んだり、お掃除したり、洗い物したり…。夫が多忙な

頃は私が家庭の一切合切をやっていましたが、この 10 年は夫が自然に家庭内のことをやっていま

す。歳を重ねてきた今、夫婦の協力の在り方、支え合い方、繋がり方、これから大切にしたいこと…

をあらためて語り合っています。 
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今年度もたくさんのすてきな言葉たちに出会いました。一人で食べているおおくりさんに「一人

じゃ寂しいからそっちに行こうか？」と声を掛けるくりさん。こんな言葉を掛けられたら自分も優

しくしようと思いますよね。痛くされて泣いたまつぼっくりさんは、「まちがえたの」と言われて「ま

ちがえちゃったんだって！」と涙を引っ込めました。まちがいを即、許していたら世界は平和です

よね。こんな子どもたちと一緒の日々、大人たちが育てられている感覚があります。学びの循環が

あるから、この歳になっても進化を感じられるのでしょう。この時期になると、先を生きている者

として、この一年「子どもたちが自分らしく生きること」を支えられただろうか…と思わされます。 

 

おおくりさんたちと卒園準備の歌を歌っていると「涙が出てくる…」「ぴっぴはいっぱい泣いてい

いところだから泣きな…」そんな会話が聞こえてきて、涙を流している人たちがいます。「最後の日

は、みんなでいっぱい泣いちゃおう」と話しています。おおくりさんたちとみんなに伝えたいこと

を考えました。お父さんお母さんに伝えたい人がたくさんいました。「ぴっぴに入れてくれてありが

とう」「産んでくれてありがとう」「成長させるの大変だと思うけど、これから自分でやるよ」…そん

な言葉たちが自然に出てくる、最後の深い時間でした。 

 

禅くん、素々ちゃん、望成ちゃん、宙蒼くん、然大くん、詩織ちゃん、環くん、華ちゃん、      

千秋ちゃん、碧莉ちゃん、櫻子ちゃん、楽しい 4 年間でした。一緒に創ってくれてありがとう！   

ご卒園、おめでとう！行ってらっしゃい！そして…いつでも帰っておいでね。 

おおくりの保護者の皆さま、不安になったり骨休みしたくなったらいつでもぴっぴの森で充電し

てくださいね。 

 

保護者の皆さま、今年度もありがとうございました。いつもたくさんの応援を感じていました。

笑い合ったり、考え合ったり…共に歩んで下さってありがとうございました。始まる新年度に、  

私たち大人も子どもたちに負けないくらいわくわくいたしましょう。好い春休みになりますように。

4 月 7 日（火）ぴっぴの森でお待ちしております。 

：中澤眞弓 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  


